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職場内での回覧、
掲示をお願いいたします

協会事務費 1.0％

協会けんぽが医療機関に支払う費用や、
傷病手当金等の支払いに要する費用

国からの補助金 10.0％

その他の収入 0.4％

保険料収入 89.6％
被保険者・事業主の皆さまに納
めていただいている保険料

収入
約12.3兆円

支出
約11.7兆円

保険給付費 64.6％

高齢者医療への
拠出金等

健診・保健指導経費 1.5％

その他の支出 0.5 ％

32.4％
高齢者の皆さまの医療費の
一部を現役世代が負担して
います。

協会けんぽ 2025（令和7）年度決算のお知らせ

　2025年度の決算は収入が12兆3,406億円、支出が11兆
6,611億円、収支差は前年度から209億円増加し、6,795
億円となりました。
　保険料収入は、賃上げや被保険者数の増加により前年
度比4,057億円の増加となりました。保険給付費は加入
者1人当たり保険給付費が増加した影響で前年度比2,818
億円の増加となっています。また、拠出金等は後期高齢
者支援金が増加した影響で前年度比1,634億円の増加と
なりました。

2025年度の決算の概要

　※　詳しくは、協会けんぽのホームページをご覧ください。

A.協会けんぽの財政は、当面、賃上げ等により保険料の増加が見込まれるものの、
 ・ 現在の不安定な世界情勢が我が国の経済社会に及ぼす影響が不透明であり、これまでのような保険料収
入の増加が中長期的に継続するか予測が難しいこと

 ・ 協会けんぽ加入者の平均年齢の上昇や医療の高度化等により保険給付費の継続的な増加が見込まれること
 ・ 団塊の世代がすべて後期高齢者になったことにより後期高齢者支援金が中長期的に高い負担額のまま推
移することが見込まれること

等に留意が必要と考えています。
　また、医療費については、物価や賃金、人手不足等の医療機関等を取りまく環境の変化に対応するため、
2026（令和8）年度診療報酬改定において、診療報酬（本体部分）の改定率が3.09％（2026年度：
+2.41％、2027年度：+3.77％）と高い伸び率とされ、2026年6月以降の医療費に反映されることなどから、
今後の動向を注視する必要があると考えています。

Q.

※　2026年度は平均保険料率を10.0％から9.9％に引き下げたほか、国から交付される国庫補助が2026年度から
　　3年間減額されることとなっています。

2025年度の決算は黒字でしたが、協会けんぽの財政は今後どのような見通しなのでしょうか？

■ 2025年度決算 | 医療分

※（　）内は、前年度比
※ 支出の「その他」は下図の「健診・保健指導経費」
　「協会事務費」「その他の支出」の合計
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〒320-8514　宇都宮市泉町6-20　宇都宮DIビル7階

受付時間：平日8：30～17：15（土日祝・年末年始を除く）
☎028‒616‒1691（代表）

https://www.kyoukaikenpo.or.jp/shibu/tochigi/

健康保険制度等に関するお役立ち情報配信中！

全国健康保険協会　栃木支部

協会けんぽ栃木支部 検 索
メルマガ
新規登録はこちらから→

LINE
お友だち登録はこちらから→

栃木支部公式

栃木支部公式

事業主・加入者のみなさまへ

令和7年度被扶養者資格の再確認にご協力いただき、誠にありがとうございました。
被扶養者資格の再確認の実施により、被扶養者の解除となった方は次のとおりです。

被扶養者の解除となった方：約18.８万人
被扶養者の解除により見込まれる前期高齢者納付金の負担軽減額：約６億円

なお、被扶養者の解除となった理由として、「就職して健康保険の資格を取得したものの、被扶
養者から解除する届出を年金事務所へ提出していない」というものが多くを占めています。
就職や一定の収入を超えた場合など、被扶養者の条件に該当しなくなったときは、その都度「健康
保険被扶養者（異動）届」の提出が必要です。被扶養者に異動があった場合は、すみやかな届出
をお願いいたします。

令和7年度の実績

令和８年度の予定

　協会けんぽでは、保険給付の適正化を目的に、健康保険法施行規則第50条
に基づき、健康保険の被扶養者となっている方が、現在もその状況にあるかを
確認させていただくため、被扶養者資格の再確認を実施しております。
　被扶養者資格の再確認は、被扶養者の方の現況確認だけではなく、加入者
みなさまの保険料負担の軽減につながる大切な確認となりますので、ご理解と
ご協力をお願いいたします。

令和８年度 被扶養者資格再確認のご協力のお願い

●送付時期
　令和８年10月下旬から11月中旬（予定）にかけて順次送付いたします。
　
●提出期限
　令和８年12月11日（金）

●確認の対象となる方
　以下のいずれかに該当する被扶養者
　①健康保険の資格が重複している可能性が高い方
　②同居が扶養認定の要件となっている続柄の方のうち、被保険者と別居している可能性が
高い方

　③令和７年中の課税収入額が130万円（60歳以上の場合は180万円、19歳以上23歳未満
かつ配偶者でない場合は年間収入が150万円）の金額を超過している方（18歳未満の者や
令和８年４月１日以降に認定された者を除く）

　※上記に該当する被扶養者がいない場合は、被扶養者状況リストはお送りいたしません。


